
学校番号 １０３ 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ３ 年次 ２ 

使用教科書 「精選 現代文Ｂ 新訂版」（大修館） 

副教材等 

「意味から学ぶ頻出漢字３０００」(第一学習社) 

「改訂版 評論速読トレーニング１０００」（数研出版） 

「入門国語常識チェックドリル」（数研出版）  

１ 担当者からのメッセージ 

・２年生では社会人として必要な国語の力を身に付けることを心がけましょう。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を養い、論理的な思考力、豊かな想像力を活用することができる。 

・読書に親しみ、国語力の向上を図り人生を豊かにする態度を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を高めるとと

もに、言語文化

に対する関心を

深め、国語を尊

重してその向上

を 図ろう と す

る。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、聞き取った

り、話し合った

りして、自分の

考えをまとめ、

深めている。 

相手や目的、意

図に応じたさま

ざまな表現によ

る文章を書き、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

文章を読み取っ

たり、目的に応

じて幅広く読ん

だりして、自分

の考えを深めて

いる。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンス） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用

紙） 

 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用

紙） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 

ａ b c d e 

一
学
期 

評
論
@
内
容
A
理
解
す
E
Ⅰ 

対話の精神 

○ ◎  ◎ ○ 

a:「対話」についての筆者の考えを積極

的に読み取ろうとしている 

b:「対話」することについて、自身の考

えを深め、発表する。 

d: 評論の読み方として具体例と抽象的 

  記述との関係を理解する。 

e: 語句の意味を正しく理解し、漢字を 

正しく読み書きしている。 

・授業態度 a 

・発問評価 

  a b d 

・指名音読 e 

・課題の提出 

  b c d 

・定期考査 

a b d e 

小
説
@
内
容
A
理
解
す
E
Ⅰ 

山月記 

○ ◎ ◎ ◎ ○ 

a: 小説を自己の問題に引きつけながら

読みとろうとしている 

b: すぐれた短編小説の持つ緊密な構成 

や文体を音読し味わう。 

c: 本作品についての考えを文章にまと

めることができる。 

d: 主人公の性格や生き方を鏡として、 

自分の中にいるかもしれない「虎」に 

ついて振り返り、思索を深める。 

e: 漢語の意味を正しく理解し、漢字を 

正しく読み書きしている。 

・授業態度 a 

・発問評価 

  b d 

・指名音読 e 

・感想文提出 

  c 

・定期考査 

a b d e 

評
論
@
内
容
A
理
解
す
E
Ⅱ 

ミロの 

ビーナス 

○ ◎  ◎ ○ 

a: 筆者の意図を理解し、多様なものの見

方を養おうとしている。 
b:「ビーナスの両腕」について、自身の

考えを深め、発表する。 

d:自らを客観的に分析する姿勢を、具体

事例を抽象的思考に高める過程を学

ぶことで、身につける。 
e: 語句の意味を正しく理解し、漢字を 

正しく読み書きしている。 

・授業態度 
 a d  
・発問評価 
  b d 
・指名音読 e 
・学習課題集

提出 b d 
・定期考査 
  a b d e 



詩
歌
A
味
O
P 

I ｗas born 

  

○   ◎ ○ 

a: 詩の基本的な読み方を習得する。 

d: 父と僕のやりとりから、題名に込め 

られた意味を考え、詩の構成、表現の

特色について考える。 

e: 語句の意味を正しく理解し、漢字を 

正しく読み書きしている。 

 

・授業態度 

  a d 

・発問評価 

  d 

・指名音読 

  e 

・定期考査 

  a d e 

二
学
期 

評
論
@
内
容
A
理
解
す
E
Ⅲ 

食べ物を 

『はかる』 

○ ◎ ◎ ◎ ○ 

a: 評論の基本的な読み方を習得する。 

b: 人類の行ってきた「はかる」という行 

為から、現代に潜む問題について考 

えを深める。 

c: 関連したテーマの資料を利用し、分 

析した内容を文章にする。 

d: ｢はかる｣というキーワードから世界 

を見る姿勢について学ぶ。 

e: 語句の意味を正しく理解し、漢字を 

正しく読み書きしている。 

 

・授業態度 

  a b d 

・発問評価 

  b d 

・指名音読 e 

・課題提出 c 

・定期考査 

  a b d e 

小
説
@
内
容
A
理
解
す
E
Ⅱ 

巨人の接待 

○ ◎ ◎ ◎ ○ 

a: 小説の基本的な読み方を習得する。 

b: 作品中の「私」の役割が何かについて

意見を交わす。 

c: 本作品について感想文をまとめる。 

d:「巨人」と「わたし」の関係が、どの

ように変わっていくのか、描写から

読み取る。 

e: 語句の意味を正しく理解し、漢字を 

正しく読み書きしている。 

・授業態度 a 

・発問評価 

  b d 

・指名音読 e 

・課題提出 c 

・定期考査 

  a b d e 

評
論
@
内
容
A
理
解
す
E
Ⅳ 

敬語への自

覚、他者への

自覚 

○ ◎  ◎ ○ 

a: 評論の基本的な読み方を習得する。 

b: 身近な「若者言葉」の具体例をあげ、 

紹介し合う。 

d: 敬語の特性を学び、その重要性を考

える。 

e: 語句の意味を正しく理解し、漢字を 

正しく読み書きしている。 

・授業態度 a 

・発問評価 

  b d 

・指名音読 c 

・定期考査 

  a b d e 



小
説
@
内
容
A
理
解
す
E
Ⅲ 

こころ 

○ ◎ ◎ ◎ ○ 

a: 主人公の心情を自分に引きつけて理 

解する。 

b: 近代の代表的な小説を読むことによ

って、近代という時代や、時代と人間

との関係について理解を深める。 

c: 本作品について感想文をまとめる。 

d: 小説に描かれた人間の心理をじっく

り読み込む。 

e: 語句の意味を正しく理解し、漢字を 

正しく読み書きしている。 

・授業態度 a 

・発問評価 

  b d 

・指名音読 e 

・感想文提出 

  c 

・定期考査 

  a b d e 

三
学
期 

評
論
@
内
容
A
理
解
す
E
Ⅴ 

コミュニティ

から見た日本 

○  ◎ ◎ ○ 

a: 評論の読み方に習熟する。 

c: 筆者の論点を正しく理解し、それを 

もとに自らの考えを論文にまとめる。 

d: 日本の現在の状況について、筆者の 

意見をつかむ。 

e: 語句の意味を正しく理解し、漢字を 

正しく読み書きしている。 

・授業態度 a 

・発問評価 

  b d 

・指名音読 e 

・論文提出 c 

・定期考査 

  a b d e 

小
説
@
内
容
A
理
解
す
E
Ⅳ 

たけくらべ 

○ ◎ ◎ ◎ ○ 

a: 近代の小説を読み味わう。 

b: 近代の代表的な小説を読むことによ

って、近代という時代や、時代と人間

との関係について理解を深める。 

c: 本作品について感想文をまとめる。 

d: 作品の時代設定や、作者の傾向につ

いて考えながら、作品を味わう。 

e: 樋口一葉について、知識や関心を持

つ。 

・授業態度 a 

・発問評価 

  b d 

・指名音読 e 

・感想文提出 

  c 

・定期考査 

  a b d e 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

  
※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む

こと」）に関わる観点には◎を付している。 


